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資料 １． 調査団員・氏名 

 

＜第一次現地調査＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

井上 陽一 総 括  （独）国際協力機構 

  地球環境部 

  防災グループ 

  防災第一チーム 

  企画役  

 

山内 洋 技術参与（気象レーダー）  気象庁 

   観測部観測課 

   調査官 

 

赤津 邦夫 国際気象  （独）国際協力機構 

   国際協力専門員 

 

 

内田 善久 業務主任/気象レーダー計画/運営維持管理 （株）国際気象コンサルタント 

 

遠藤 肇秀 通信機器計画/機材計画  （株）国際気象コンサルタント 

 

森 健二 レーダー塔建築設計   （株）国際気象コンサルタント 

 

猪又 裕之 施工計画/自然条件調査/積算   （株）国際気象コンサルタント 

 

山内 元宏 調達計画   （株）国際気象コンサルタント
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＜第二次現地調査＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

井上 陽一 総 括  （独）国際協力機構 

  地球環境部 

  防災グループ 

  防災第一チーム 

  企画役  

 

 

内田 善久 業務主任/気象レーダー計画/運営維持管理 （株）国際気象コンサルタント 

 

遠藤 肇秀 通信機器計画/機材計画  （株）国際気象コンサルタント 

 

猪又 裕之 施工計画/自然条件調査/積算   （株）国際気象コンサルタント 

 



資料 ２.　調査行程

井上　陽一 山内　洋 赤津　邦夫 内田　善久 遠藤　肇秀 森　健二 猪又　裕之 山内　元宏

総括

JICA地球環境部
防災第一チーム　企画役

技術参与（気象レーダー）

気象庁観測部
観測課 調査官

国際気象

JICA国際協力専門員

業務主任/気象レーダー計画/
運営維持管理

通信機器計画/機材計画 レーダー塔建築設計 施工計画/自然条件調査/積算 調達計画

1 2月18日 木

2 2月19日 金
DOMコロンボ本局との協議、
自然条件調査見積り依頼のた

め現地業者と協議

3 2月20日 土

4 2月21日 日

5 2月22日 月

6 2月23日 火

東京→コロンボ
DOMコロンボ本局との協議（イ

ンセプションレポート説
明）、災害管理省への表敬訪

問

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

7 2月24日 水

8 2月25日 木

9 2月26日 金

DOMプッタラム観測所（プッタ
ラム気象レーダー観測所）で
のサイト調査、IP-VPNデータ

送信スピード計測テスト

10 2月27日 土

11 2月28日 日

12 2月29日 月

13 3月1日 火

15 3月3日 木
DOMコロンボ本局及び中央環境

庁との協議

DOMコロンボ本局との協議、イ
ンターネットサービスプロバ

イダー との協議

DOMコロンボ本局及び中央環境
庁との協議

16 3月4日 金 輸出入管理局との協議

17 3月5日 土

18 3月6日 日

19 3月7日 月

20 3月8日 火
DOMコロンボ本局との協議、沿
岸保全・沿岸資源管理局との

協議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議、輸送会社との協議

DOMコロンボ本局との協議、沿
岸保全・沿岸資源管理局との

協議

資料収集、積算調査、建築材
料単価調査

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議、輸送会社との協議

21 3月9日 水
資料収集、DOMコロンボ本局と

の協議

22 3月10日 木
資料収集、積算調査、建築材

料単価調査

23 3月11日 金
DOMコロンボ本局との協議、財
務・計画省 財政政策局との協

議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

DOMコロンボ本局との協議、財
務・計画省 財政政策局との協

議

資料収集、積算調査、建築材
料単価調査

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

24 3月12日 土

25 3月13日 日

26 3月14日 月
DOMポトゥビル観測所（ポトゥ
ビル気象レーダー観測所）で

のサイト調査

27 3月15日 火
DOMプッタラム観測所（プッタ
ラム気象レーダー観測所）で

のサイト調査

28 3月16日 水
資料収集、DOMコロンボ本局と

の協議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議、通信規制委員会との

協議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

29 3月17日 木
資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議、スリランカ中央銀行

との協議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議、スリランカ中央銀行

との協議

資料収集、積算調査、建築材
料単価調査

資料収集、DOMコロンボ本局と
の協議

30 3月18日 金
資料収集、DOMコロンボ本局と

の協議
コロンボ→バンコク→東京 コロンボ→バンコク→東京

31 3月19日 土 資料収集、内部打合せ

32 3月20日 日 資料収集、内部打合せ

33 3月21日 月
JICAスリランカ事務所との協
議、DOMコロンボ本局との協議

34 3月22日 火 コロンボ→バンコク→東京

（１）　第一次現地調査

調査日程

2016年

官団員 コンサルタント団員

東京→バンコク→コロンボ

DOMコロンボ本局との協議、 自然条件調査見積り依頼のため現
地業者と協議、通信規制委員会との協議

資料収集、DOMコロンボ本局との協議
資料収集、DOMプッタラム観測所（プッタラム気象レーダー観
測所）の自然条件調査フォローアップ、プッタラム都市審議会
との協議、都市開発庁、クルネーガラ北西地方事務所との協議

コロンボ国際空港DOM気象事務所でのサイト調査、資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局（気象センター）でのサイト調査、資料収集

DOMコロンボ本局（気象センター）でのサイト調査、資料収集

DOMコロンボ本局（気象センター）でのサイト調査、資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

DOMポトゥビル観測所（ポトゥビル気象レーダー観測所）でのサイト調査、 ポトゥビル市と湾岸保全局との協議、マッタララジャパスカ国際空港DOM気象事務
所でのサイト調査

東京→バンコク→コロンボ東京→コロンボ

DOMコロンボ本局との協議（インセプションレポート説明）、
自然条件調査見積り依頼のため現地業者と協議

財務計画省対外援助局との協議、DOMポトゥビル観測所（ポトゥビル気象レーダー観測所）で
のサイト調査

資料収集、積算調査、建築材料単価調査

DOMプッタラム観測所（プッタラム気象レーダー観測所）での
サイト調査、プッタラム地方自治体との協議

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ内容確認

DOMプッタラム観測所（プッタラム気象レーダー観測所）でのサイト調査

14 3月2日 水
DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ署名、災害管理省への報告、JICAスリランカ事務所への

報告

DOMコロンボ本局（気象センター）でのサイト調査、資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ内容確認

DOMコロンボ本局との協議（インセプションレポート説明）、
災害管理省への表敬訪問

DOMコロンボ本局との協議（インセプションレポート説明）、
災害管理省への表敬訪問

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ内容確認

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ署名、災害管理省への報告、JICAスリランカ事務所への
報告

コロンボ→バンコク→東京

資料収集、DOMコロンボ本局との協議

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ内容確認、在スリランカ日本大使館への報告

資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

資料収集、DOMポトゥビル観測所（ポトゥビル気象レーダー観
測所）の自然条件調査フォローアップ、ポトゥビル市と湾岸保

全局との協議、都市開発庁、アンパラ県事務所との協議

資料収集、DOMコロンボ本局との協議

資料収集、DOMコロンボ本局との協議

DOMコロンボ本局との協議、 資料収集、積算調査、建築材料単
価調査

資料収集、積算調査、建築材料単価調査

資料収集、DOMコロンボ本局との協議

資料収集、内部打合せ

資料収集、積算調査、建築材料単価調査

資料収集、内部打合せ

JICAスリランカ事務所との協議、DOMコロンボ本局との協議

DOMプッタラム観測所（プッタラム気象レーダー観測所）でのサイト調査

DOMコロンボ本局及び通信規制委員会との協議DOMコロンボ本局及び通信規制委員会との協議

資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、インターネットサービスプロバイ
ダーとの協議

コロンボ→東京
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資料 ２.　調査行程

井上　陽一 内田　善久 遠藤　肇秀 猪又　裕之

総括

JICA地球環境部
防災第一チーム　企画役

業務主任/気象レーダー計画/運営
維持管理

通信機器計画/機材計画 施工計画/自然条件調査/積算

1 9月13日 火 東京→バンコク→コロンボ

2 9月14日 水 東京→バンコク→コロンボ
DOMコロンボ本局との協議、準備

調査報告書（案）説明
東京→バンコク→コロンボ

3 9月15日 木

4 9月16日 金

5 9月17日 土

6 9月18日 日 東京→コロンボ

7 9月19日 月

JICAスリランカ事務所と打合せ、
災害管理省への表敬訪問、DOMコ
ロンボ本局との協議、準備調査報

告書（案）説明

8 9月20日 火
DOMコロンボ本局とのミニッツの

協議

9 9月21日 水
DOMコロンボ本局との協議、ミ

ニッツ内容確認

10 9月22日 木

DOMコロンボ本局との協議、ミ
ニッツ署名、災害管理省への報

告、日本大使館及びJICAスリラン
カ事務所への報告

11 9月23日 金 コロンボ→東京

12 9月24日 土

13 9月25日 日

14 9月26日 月

15 9月27日 火

16 9月28日 水 コロンボ→バンコク→東京 コロンボ→デリー コロンボ→バンコク→東京

17 11月4日 金
DOMとの協議及び準備調査報告書

（案）説明

　   　　 　(２)　第二次現地調査

JICAスリランカ事務所と打合せ、災害管理省への表敬訪問、DOMコロンボ本局との協議、準備調査報告書
（案）説明

DOMコロンボ本局とのミニッツの協議

資料収集、内部打合せ

官団員 コンサルタント団員

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ署名、災害管理省への報告、日本大使館及びJICAスリランカ事務所
への報告

資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議

調査日程

2016年

DOMコロンボ本局との協議、ミニッツ内容確認

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、準備調査報告書（案）説明

資料収集、内部打合せ

DOMコロンボ本局との協議、資料収集

DOMコロンボ本局との協議、資料収集
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資料 ３． 関係者（面会者）リスト 

 災害管理省（Ministry of Disaster Management） 

Mr. S. S. Miyanawala Secretary 

 

 スリランカ気象局（Department of Meteorology：DOM） 

Colombo Head Office 

Mr. Lalith Chandrapala Director General 

Mr. K.H.M.S. Premalal Director 

Mr. S.R. Jayasekara Director  

Mr. D.A. Jayasinghearachchi Deputy Director 

Ms. Anusha Warnasooriya Deputy Director 

Mr. Channa Rodrigo Meteorologist 

Ms. Pabodini Karunapala Meteorologist 

Ms. Nadi Rupasinghe Meteorologist 

Mr. Sachith Wickramasooriya Meteorologist 

Mr. Malith Fernando Meteorologist 

Mr. Nuwan Kumarasinghe Chief Electronic Engineer 

Mr. Kelum Priyadarshana Electronic Engineer 

Mr. W.A.T.K.Palitha De Silva Senior Telecommunication & Radar Technical Officer 

  

DOM Puttalam Observatory (Puttalam Radar Observation Station) 

Mr. Jamaldeen Mursaleen Meteorological Officer 

Mr. Aasiri Abeyratne Meteorological Assistance 

  

DOM Pottuvil Observatory (Pottuvil Radar Observation Station) 

Mr. Mohomed Naheem Officer in Charge of the Observatory 

Mr. Rasika Rathnayaka Officer 

 

DOM Aviation Meteorological Office in the Colombo International Airport 

Mr. Murukkuwadura Meril Prasantha Mendis Meteorologist in Charge 

Mr. Kapila Samarasooriya Officer in Charge 

 

DOM Aviation Meteorological Office in the Mattala Rajapaksa International Airport 

Mr. Thammahetti Mudalige Nandalal Peiris Officer in Charge 

Mr. Wijesekara Widanapatirawa Dayananda Senior Meteorological Officer 

Mr. Don Mariyan Bernard Suraweera Meteorological Officer 

 

 通信規制委員会（Telecommunication Regulatory Commission (TRC) of Sri Lanka） 

Mr. M. C. M. Farook Deputy Director/Spectrum Planning & Database Management 

Mr. J. A. S. Gunanandana Deputy Director/Spectrum Monitoring & Compliance 
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 ポトゥビル市（Pottuvil Pradesiya Sabha） 

Mr. L. Mohamed Irfan  Secretary 

Mr. Z.A.M. Imthiyas Development Officer 

 

 沿岸保全・沿岸資源管理局 ポトゥビル事務所（Coast Conservation & Coastal Resource Management 

Department, Pottuvil Office） 

Mr. Sameera Perera District Project Coordinator 

Mr. W. Wajira Lakmal Planning Assistant 

 

 プッタラム都市審議会（Puttalam Urban Council） 

Mr. W. G. Nishantha Kumara Secretary 

Mr. R. Thangarasa Technical Officer 

Mr. K. A. Kazari Technical Officer 

 

 中央環境庁（Central Environmental Authority） 

Ms. T. W. A. W. Wijesinghe Director, Laboratory Services Division 

Ms. Hiranthi Jansz Assistant Director, Air Resource Management & Monitoring 

Division 

Mr. Kamal Priyantha Assistant Director, Air Resource Management & Monitoring 

Division 

 

 都市開発庁、クルネーガラ北西地方事務所（Urban Development Authority, North Western Provincial 

Office (Kurunegala)） 

Mr. A. M. Senarathne Deputy Director/Planning 

 

 沿岸保全・沿岸資源管理局（Coast Conservation & Coastal Resource Management Department） 

Mr. Nimal Sri Rajarathna Assistant Deputy Director/Planning 

 

 都市開発庁、アンパラ県事務所（Urban Development Authority, Ampara District Office） 

Mr. J. Somasiri Deputy Director/Planning 

Mr. Chandana Karunaratne Planning Officer 

 

 財務・計画省 財政政策局（Department of Fiscal Policy, Ministry of Finance & Planning, the 

Secretariat） 

Ms. H. D. Aneesha Rukshini Assistant Director 

 

 ランカ通信サービス会社（Lanka Communication Services (Private) Limited） 

Mr. Roshan Jaytilake Head of pre sales 

Mr. Ugantha Welikala Head Customer Services 

 

 スリランカ中央銀行（Central Bank of Sri Lanka） 

Ms. Madhavi Jayasekara Senior Accountant, Financial Department 

Mr. S. H. S. Karunaratne Senior Accountant, Financial Department 
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 財務計画省 対外援助局（Department of External Resources (ERD), Ministry of National Policies 

and Economic Affairs） 

Ms. Gayoma Senaynayake Assistant Director (Japan and Korea Desk) 

 

 在スリランカ日本国大使館 

岡井 朝子 公使 

岩瀬 喜一郎 一等書記官 

音喜多 卓嗣 二等書記官 

 

 

 独立行政法人 国際協力機構 スリランカ事務所 

小早川 徹 次長 

橋本 大樹 所員 
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スリランカ民主社会主義共和国 

気象観測レーダー整備計画準備調査 
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ソフトコンポーネント計画書 

 

（1） ソフトコンポーネントを計画する背景 

スリランカ民主社会主義共和国（以下「ス」国）では、集中豪雨による洪水や土砂災害など

が毎年発生している。2003 年 5 月に発生した集中豪雨では、大規模な洪水や土砂災害により

約 14 万世帯が被災し 235 名の人命が失われ、GDP の 0.3%に相当する約 5,600 万ドルの被害額

が発生した旨が記録されている。2006 年においては、38 件の洪水・地すべりが発生している。

更に 2008 年と 2011 年に、それぞれ 3 度の大規模な河川氾濫や洪水が発生し、過去約 20 年間

（1996 年～2015 年）で、全人口約 2,035 万人（2012 年）の 66％以上の約 1,350 万人が、気象

現象に起因した災害により被災したものと記録されている。そのため集中豪雨に伴う気象災害

の軽減は、「ス」国にとって喫緊の課題となっている。 

「ス」国の自然災害の 9割以上は気象に起因していることから、気象現象は文字通り生死に

かかわる問題であり、「ス」国で唯一気象情報を提供しているスリランカ気象局（Department of 

Meteorology: DOM）の役割は極めて重要である。災害による被害の軽減という目標達成に対し、

DOM が貢献するには、気象観測・予報の精度を上げ、災害の危険性が高まる前に気象状況を把

握し、より早い段階で予警報を発出して、的確に国民へ伝達されることが 重要課題である。

しかしながら「ス」国には、稼働している気象レーダーシステムが無いことから、悪天候を的

確且つ迅速に把握することが困難な状況である。 

このため、本プロジェクトは、「ス」国に C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気象ドップラ

ーレーダーシステム、気象レーダー中央処理システム、気象レーダーデータ表示システム及び

気象データ衛星通信システムを投入するとともに、人材育成を実施して、大雨やサイクロンな

どの災害を引き起こす気象現象の監視能力を強化させることにより、「ス」国のサイクロン情

報や気象予警報の精度が向上され、自然災害による被害の軽減に寄与することを目標とするも

のである 

海軍基地内にある DOM のトリンコマリー（Trincomalee）既設アナログ気象レーダーシステ

ムが 2007 年に稼働を停止してから大凡 9 年が経過し、実際に DOM では、気象レーダーシステ

ムの運用維持管理の経験を有する技術者は数人となっている。また DOM 技術職員は、コンピュ

ータを含むデジタル気象観測機材には習熟しているものの、本プロジェクトで導入予定のデジ

タル気象レーダーシステムの運用維持管理の経験を有している技術職員がいないことから、導

入される気象レーダーシステムの運用維持管理が円滑に開始され且つプロジェクト成果の持

続性を 低限確保するため、本プロジェクト実施中において、本計画書に記載したソフトコン

ポーネントを投入することが、プロジェクト成果の持続性を確保する上においても妥当である

資料 ５． ソフトコンポーネント計画書 
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と判断した。 

（2） ソフトコンポーネントの目標 

DOM が、独自で Cバンド固体化電力増幅式 2重偏波気象ドップラーレーダーシステムの確実

な運用ができるようになること。 

（3） ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの成果は下表の通りである。 

表 1  ソフトコンポーネントの成果 

No. 
活動（技術移転）

項目 
成果 成果指標 

成果達成度の 

確認方法 

1 

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システム点検、調整、

軽微な故障の探究・

処置・復旧及び重大

な故障発生時の対応 

DOM 職員が気象レ

ーダー機器のメ

ンテナンス方法

を習得する 

点検、調整、軽微な故障の探究・処

置・復旧（a.測定器類を用いた定期保

守点検、b.予備品の実機への組入れ後

のシステムの動作確認（観測状況）、

c.重大な故障発生時の対応（コンサル

タント及び製造メーカーへの情報伝

達、技術アドバイス受領等） 

1)測定器類を用いた定期保守点

検、2)予備品の実機への組入れ後

の動作確認（観測状況）、3) 軽微

な故障の探求・処置・復旧確認作

業、4) 重大な故障発生時の対応

に関する習熟度を、目視及びイン

タビューにより確認する 

2 

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システムマニュアル

概要及びレーダーシ

ステム保守管理台帳

を活用した迅速且つ

適切な気象レーダー

運用・管理（観測生

データの取得方法及

びデータテーブルの

読み方を含む） 

DOM職員が気象レ

ーダーの運用・管

理方法を習得す

る 

C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要及び保守管理台帳を活用し

た、迅速且つ適切な運用・管理技術 

C バンド固体化電力増幅式 2 重偏

波気象ドップラーレーダーシステ

ムマニュアル概要の利用頻度、保

守管理台帳の活用を記載内容及び

インタビューにより確認する 

3 

気象データ衛星通信

システム（VSAT）点

検、調整、軽微な故

障の探究・処置・復

旧及び重大な故障発

生時の対応 

DOM 職員が気象デ

ータ衛星通信シ

ステム（VSAT）機

器のメンテナン

ス方法を習得す

る 

点検、調整、軽微な故障の探究・処

置・復旧（a.測定器類を用いた定期保

守点検、b.予備品の実機への組入れ後

のシステムの動作確認、c.アンテナア

ライメントの調整、d.重大な故障発生

時の対応（コンサルタント及び製造メ

ーカーへの情報伝達、技術アドバイス

受領等） 

1)測定器類を用いた定期保守点

検、2)予備品の実機への組入れ後

の動作確認、3) 軽微な故障の探

求・処置・復旧確認作業、4) ア

ンテナアライメントの調整、5) 重

大な故障発生時の対応に関する習

熟度を、目視及びインタビューに

より確認する 

4 

気象データ衛星通信

システム（VSAT）マ

ニュアル概要及びレ

ーダーシステム保守

管理台帳を活用した

迅速且つ適切な気象

レーダー運用・管理 

DOM職員が気象デ

ータ衛星通信シ

ステム（VSAT）の

運用・管理方法を

習得する 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳を活

用した、迅速且つ適切な運用・管理技

術 

気象データ衛星通信システム

（VSAT）システムマニュアル概要

の利用頻度、保守管理台帳の活用

を記載内容及びインタビューによ

り確認する 

5 

気象レーダー基礎、

データ品質管理概要

及び降雨強度及びド

ップラー速度観測の

シークエンス・スケ

ジュールに従った気

象レーダー観測及び

観測 

DOM職員が気象レ

ーダーを適切に

操作できる 

気象現象を的確に把握し、気象レーダ

ー観測データを予報業務に活用するた

め、降雨強度及びドップラー速度観測

のシークエンス・スケジュールに従っ

た気象レーダー観測 

観測シークエンス・スケジュール

に沿った気象レーダー観測の実施

を、降雨強度及びドップラー速度

観測データにより確認する 
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（4） 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果達成度の確認方法は表 1に示した通りである。 

（5） ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動（投入計画）は以下の通りである。 

表2  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果 
必要とされる 

技術・業種 

現況の技術と必要と

される技術レベル 

ターゲット

グループ
実施方法 実施リソース 成果品 

成果 1：Cバ

ンド固体化

電力増幅式

2 重偏波気

象ドップラ

ーレーダー

システムの

点検、調整、

軽微な故障

の探究・処

置・復旧技

術を DOM 技

術者が習得

する 

Cバンド固体

化電力増幅

式 2 重偏波

気象ドップ

ラーレーダ

ーシステム

の調整・軽微

な故障の探

求を行える技

術を有する技

術者 

DOM は、アナログ気

象レーダーシステ

ムの調整・故障探

求の実施経験のみ

であるため、デジ

タル気象レーダー

システムの技術が

必要 

次表に示し

た通り 

測定器類を用いた定

期保守点検研修 
＜第1回＞ 

気象レーダー調

整・故障探求技術

担当コンサルタン

ト：1.13 人月（現

地 技 術 移 転 期

間：34 日） 

直接支援型 

測定器類を用いた定

期保守点検実施手順

書 納入された予備品の

実機への組入れ後の

動作確認（観測状況）

研修 
予備品の実機への組

入れ後の動作確認

（観測状況）手順書
故障状態を想定した

故障探求・処置・復

旧確認研修 

重大な故障発生時の

対応研修 

＜第2回＞ 

気象レーダー調

整・故障探求技術

担当コンサルタン

ト：0.73 人月（現

地 技 術 移 転 期

間：22 日） 

直接支援型 

故障探求・処置・復

旧確認手順書 実施手順書の作成 

重大な故障発生時の

対応手順書 

成果 2：DOM

技術者が、C

バンド固体

化電力増幅

式 2 重偏波

気象ドップ

ラーレーダ

ーシステム

のマニュア

ル概要及び

保守管理台

帳を活用し

た迅速且つ

適 切 な 運

用・管理技

術を習得す

る（観測生

データの取

得方法及び

データテー

ブルの読み

方を含む） 

気象レーダー

の運用・管理

を行える技術

を有する技術

者 

DOM は、アナログ気

象レーダーシステ

ムの運用・管理を行

った経験のみであ

るため、デジタル

気象ドップラーレ

ーダーレーダーシ

ステムのマニュア

ル概要及び保守管

理台帳に沿った運

用・管理が実施で

きる技術が必要

（観測生データの

取得方法及びデー

タテーブルの読み

方を含む） 

次表に示し

た通り 

DOM 技術者との技術

ディスカッション 

＜第1回＞ 

気象レーダー運

用・管理技術担当

コンサルタント：

1.23 人月（現地

技術移転期間：

37 日） 

直接支援型 

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システムマニュアル

概要 

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システムマニュアル

から 重要部分の選

出 

レーダーシステム保

守管理台帳 

• システム障害/ト

ラブルの発生日時

• システム障害/ト

ラブルの原因（異

音、部分的な劣化、

その他） 

• 実施した復旧手順

• 交換した部品の名

称及び数量 

• 復旧/トラブルシ

ューティングを行

ったエンジニアの

氏名 

• 観測生データの取

得方法及びデータ

テーブルの読み方

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システムマニュアル

概要の作成 

レーダーシステム保

守管理台帳の作成 
＜第2回＞ 

気象レーダー運

用・管理技術担当

コンサルタント：

0.90 人月（現地

技術移転期間：

27 日） 

直接支援型 

DOM 技術者による C

バンド固体化電力増

幅式 2 重偏波気象ド

ップラーレーダーシ

ステムマニュアル概

要及び保守管理台帳

の使用 

観測生データの取得

方法及びデータテー

ブルの読み方 

成果 3：気

象データ衛

星通信シス

テム（VSAT）

気象データ

衛星通信シ

ス テ ム

（VSAT）の調

DOM の既設 VSAT 通

信機器は故障が多

く機材メーカーに

依存せざるを得な

次表に示し

た通り 

測定器類を用いた定

期保守点検研修 
気象データ衛星

通 信 シ ス テ ム

（VSAT）調整・故

障探求技術担当

測定器類を用いた定

期保守点検実施手順

書 納入された予備品の

実機への組入れ後の 予備品の実機への組
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の点検、調

整、軽微な

故 障 の 探

究・処置・

復旧技術を

DOM 技術者

が習得する 

整・軽微な故

障の探求を

行える技術を

有する技術者 

いことから多額の

支払いを行ってい

る。現状の改善の

ため DOM が独自に

維持管理するため

の技術が必要 

動作確認研修、アン

テナアライメントの

調整研修 

コンサルタント：

0.73 人月（現地

技術移転期間：

22 日） 

直接支援型 

入れ後の動作確認手

順書 

故障状態を想定し、

故障探求・処置・復

旧確認研修 

重大な故障発生時の

対応研修 
故障探求・処置・復

旧確認手順書 
実施手順書の作成 

重大な故障発生時の

対応手順書 

成果 4：DOM

技術者が、

気象データ

衛星通信シ

ス テ ム

（VSAT）マ

ニュアル概

要及び保守

管理台帳を

活用した迅

速且つ適切

な運用・管

理技術を習

得する 

気象データ

衛星通信シ

ス テ ム

（ VSAT ） 運

用・管理を行

える技術を有

する技術者 

DOM が独自にマニ

ュアル概要及び保

守管理台帳に沿っ

た運用・管理が実施

できる技術が必要 

次表に示し

た通り 

DOM 技術者との技術

ディスカッション 

気象データ衛星

通 信 シ ス テ ム

（VSAT）運用・管

理技術担当コンサ

ルタント：0.73

人月（現地技術

移転期間：22 日） 

直接支援型 

 

 

気象データ衛星通信

システム（VSAT）マ

ニュアル概要 気象データ衛星通信

システム（VSAT）マ

ニュアルから 重要

部分の選出 

気象データ衛星通信

システム（VSAT）保

守管理台帳 

• システム障害/ト

ラブルの発生日時

• システム障害/ト

ラブルの原因 

• 実施した復旧手順

• 交換した部品の名

称及び数量 

• 復旧/トラブルシ

ューティングを行

ったエンジニアの

氏名 

気象データ衛星通信

システム（VSAT）マ

ニュアル概要の作成

保守管理台帳の作成

DOM 技術者による気

象データ衛星通信シ

ステム（VSAT）マニ

ュアル概要及び保守

管理台帳の使用 

成果 5：降

雨強度及び

ドップラー

速度観測の

シークエン

ス・スケジ

ュールに従

った気象レ

ーダー観測

が開始され

る 

 

気象レーダー

観測データよ

りクラッター

及びブライ

ンドエリア

の特定が行

え且つスリ

ランカの気

象現象に即

した観測の

シークエン

ス・スケジュ

ールの作成

技術を有する

技術者 

既設アナログ気象

レーダーシステム

には CAPPI 機能が

なかったことか

ら、DOM は CAPPI

による観測を実施

した経験がないた

め、CAPPI による降

雨強度及びドップ

ラー速度観測のシ

ークエンス・スケ

ジュール作成に関

する技術が必要 

次表に示し

た通り 

DOM 予報官及び技術

者との技術ディスカ

ッション及び座学

（気象レーダー基

礎、データ品質管理

概要） 

気象レーダー観測

技術担当コンサル

タント：0.97 人

月（現地技術移

転期間：29 日） 

直接支援型 

降雨強度及びドップ

ラー速度観測のシー

クエンス・スケジュ

ール 

C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象

ドップラーレーダー

システムのクラッタ

ー及び各アンテナ仰

角時のブラインドエ

リアの特定 

各アンテナ仰角時の

ブラインドエリア図

の作成 

降雨強度及びドップ

ラー速度観測の一般

的なシークエンス・

スケジュールの作成

降雨強度及びドップ

ラー速度観測のシー

クエンス・スケジュ

ールに従った気象レ

ーダー観測の実施 
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各成果のターゲットグループを以下の表に示す。 

 

表 3  成果 1、2 及び 4 のターゲットグループのターゲットグループ 

技術者／職員 DOM 本局 
プッタラム 

気象レーダー観測所 

ポトゥビル 

気象レーダー観測所 

主席電子技師 1 0 0 

電子技師 1 0 0 

上級電子技官 2 1 1 

電子技官 4 1 1 

電子技術補佐官 4 1 1 

 
 

表 4  成果 3 及び 5 のターゲットグループ 

技術者／職員 
DOM 本局 

(気象センターを含む) 

プッタラム 
気象レーダー観測所 

ポトゥビル 

気象レーダー観測所 

主席電子技師 1 0 0 

電子技師 1 0 0 

上級電子技官 2 1 1 

電子技官 4 1 1 

電子技術補佐官 4 1 1 

気象センター予報官 11 0 0 

 

活動日程詳細計画は以下の通りである。 

 

第 1回活動（プッタラム気象レーダーシステム設置工事完了時） 

表 5  活動 No.1、活動 No.2 及び活動 No.5 の第 1 回目の日程詳細計画 
 活動 No.1 活動 No.2 活動 No.5 

日 

Cバンド固体化電力増幅式2重偏波気

象ドップラーレーダーシステム点

検、調整、軽微な故障の探究・処

置・復旧及び重大な故障発生時の対

応 

Cバンド固体化電力増幅式2重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニ

ュアル概要及びレーダーシステム保

守管理台帳作成 

降雨強度及びドップラー速度観測の

シークエンス・スケジュール 

1 日本発 土曜日 日本発 土曜日 日本発 土曜日 

2 コロンボ着 事前準備 日曜日 コロンボ着 事前準備 日曜日 コロンボ着 事前準備 日曜日 

3 

プッタラムへ移動 

プッタラム気象レーダー塔施設におい

て準備作業 

プッタラムへ移動 

プッタラム気象レーダー塔施設におい

て準備作業 

DOM本局 気象センター予報官及び技術

者との技術ディスカッション及び座学

（気象レーダー基礎、データ品質管理

概要） 4 

測定器類を用いた定期保守点検の実施

研修及び実施手順書の作成 

DOM 技術者との技術ディスカッション

及び C バンド固体化電力増幅式 2 重偏

波気象ドップラーレーダーシステムマ

ニュアルから 重要部分の選出 

5 C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気

象ドップラーレーダーシステムのクラ

ッター及び各アンテナ仰角時のブライ

ンドエリアの特定 

6 

7 

8 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

9 日曜日（休日） 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

10 実施手順書の作成 
C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要（案）の作成 

 

レーダーシステム保守管理台帳（案）

の作成 

各アンテナ仰角時のブラインドエリア

図の作成 11 

納入された予備品の実機への組入れ後

の動作確認（観測状況）研修及び実施

手順書の作成 

12 
降雨強度及びドップラー速度観測のシ

ークエンス・スケジュール（案）作成

13 降雨強度及びドップラー速度観測のシ

ークエンス・スケジュールに従った気

象レーダー観測の実施 
14 

15 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 
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16 日曜日（休日） 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

17 実施手順書の作成 
C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要（案）の作成 

降雨強度及びドップラー速度観測のシ

ークエンス・スケジュール（案）見直

し 

18 

故障状態を想定した故障探求・処置・

復旧確認研修及び実施手順書の作成 

重大な故障発生時の対応研修 

降雨強度及びドップラー速度観測のシ

ークエンス・スケジュールに従った気

象レーダー観測の実施 

19 DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要（案）及び

レーダーシステム保守管理台帳（案）

の使用及び見直し 

DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要及びレーダ

ーシステム保守管理台帳の使用 

20 

21 

22 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

23 日曜日（休日） 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

24 実施手順書の作成 C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要（案）及びレーダーシステム

保守管理台帳（案）見直し 

降雨強度及びドップラー速度観測のシ

ークエンス・スケジュールの完成 25 

重大な故障発生時の対応研修 

DOM による研修復習 

実施手順書の作成 

26 DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要及びレーダ

ーシステム保守管理台帳の使用 

完了報告書の作成 
27 

28 DOM との技術ディスカッション 

29 コロンボへ移動 土曜日（休日） コロンボへ移動 土曜日（休日） コロンボ発 日本帰国 

30 日曜日（休日） 日曜日（休日）  

31 
完了報告書の作成 

観測生データの取得方法及びデータテ

ーブルの読み方手引書の作成 

観測生データの取得方法及びデータテ

ーブルの読み方手引書の評価及び活用

 

32  

33 
DOM 本局 気象センター（コロンボ）

との技術ディスカッション 

 

34 コロンボ発 日本帰国 完了報告書の作成  

35  
DOM 本局 気象センター（コロンボ）

との技術ディスカッション 

 

36  完了報告書の作成 土曜日  

37  コロンボ発 日本帰国 日曜日  
 

表 6  活動 No.3 及び活動 No.4 の日程詳細計画 

 活動 No.3 活動 No.4 

日 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

点検、調整、軽微な故障の探究・処

置・復旧及び重大な故障発生時の対

応 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳作

成 

1 日本発 土曜日 日本発 土曜日 

2 コロンボ着 事前準備 日曜日 コロンボ着 事前準備 日曜日 

3 
測定器類を用いた定期保守点検の実施

研修及び実施手順書の作成 

DOM 技術者との技術ディスカッション

及び気象データ衛星通信システム

（VSAT） 

4 

5 

6 

納入された予備品の実機への組入れ後

の動作確認研修び実施手順書の作成 

マニュアルから 重要部分の選出 

7 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳（案）

の作成 

8 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

9 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

10 
故障状態を想定した故障探求・処置・

復旧確認研修及び実施手順書の作成 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳の作

成 

11 
気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳の使
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用及び見直し 

12 プッタラムへ移動 

プッタラム気象レーダー塔施設におい

て納入された予備品の実機への組入れ

後の動作確認研修、故障状態を想定し

た故障探求・処置・復旧確認研修 

コロンボへ移動 

プッタラムへ移動 

プッタラム気象レーダー塔施設におい

て気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳の使

用 

コロンボへ移動 

13 

14 
アンテナアライメントの調整研修 

重大な故障発生時の対応研修 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳の使

用 

15 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

16 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

17 
DOM による研修復習 

実施手順書の作成 

気象データ衛星通信システム（VSAT）

マニュアル概要及び保守管理台帳の使

用 
18 

19 
完了報告書の作成 完了報告書の作成 

20 

21 DOM との技術ディスカッション DOM との技術ディスカッション 

22 コロンボ発 日本帰国 コロンボ発 日本帰国 

 

第 2 回活動（ポトゥビル気象レーダーシステム設置工事完了時） 

表 7  活動 No.1 及び活動 No.2 の第 2 回目の日程詳細計画 
 活動 No.1 活動 No.2 

日 

Cバンド固体化電力増幅式2重偏波気

象ドップラーレーダーシステム点

検、調整、軽微な故障の探究・処

置・復旧及び重大な故障発生時の対

応 

Cバンド固体化電力増幅式2重偏波気

象ドップラーレーダーシステムマニ

ュアル概要及びレーダーシステム保

守管理台帳作成 

1 日本発 土曜日 日本発 土曜日 

2 コロンボ着 事前準備 日曜日 コロンボ着 事前準備 日曜日 

3 ポトゥビルへ移動 ポトゥビルへ移動 

4 ポトゥビル気象レーダー塔施設におい

て準備作業 

測定器類を用いた定期保守点検の実施

研修及び実施手順書の作成（プッタラ

ム C バンド固体化電力増幅式 2 重偏波

気象ドップラーレーダーシステムの実

施手順書を参照） 

ポトゥビル気象レーダー塔施設におい

て準備作業 

DOM 技術者との技術ディスカッション

及び C バンド固体化電力増幅式 2 重偏

波気象ドップラーレーダーシステムマ

ニュアルから 重要部分の選出 

5 

6 

7 

納入された予備品の実機への組入れ後

の動作確認（観測状況）研修及び実施

手順書の作成（プッタラム C バンド固

体化電力増幅式 2 重偏波気象ドップラ

ーレーダーシステムの実施手順書を参

照） 

8 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

9 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

10 納入された予備品の実機への組入れ後

の動作確認（観測状況）研修及び実施

手順書の作成（プッタラム C バンド固

体化電力増幅式 2 重偏波気象ドップラ

ーレーダーシステムの実施手順書を参

照） 

プッタラム C バンド固体化電力増幅式

2 重偏波気象ドップラーレーダーシス

テムマニュアル概要及びレーダーシス

テム保守管理台帳をポトゥビル C バン

ド固体化電力増幅式 2 重偏波気象ドッ

プラーレーダーシステム用に改定 

11 

12 故障状態を想定し、故障探求・処置・

復 

旧確認研修及び実施手順書の作成（プ

ッタラム C バンド固体化電力増幅式 2

DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要（改定案）

及びレーダーシステム保守管理台帳

13 

14 
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重偏波気象ドップラーレーダーシステ

ムの実施手順書を参照） 

重大な故障発生時の対応研修 

（改定案）の使用及び見直し 

DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要及びレーダ

ーシステム保守管理台帳の使用 

15 コロンボへ移動 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

16 日曜日（休日） 日曜日（休日） 

17 重大な故障発生時の対応研修 

DOM による研修復習 

実施手順書の作成（プッタラム Cバン

ド固体化電力増幅式2重偏波気象ドッ

プラーレーダーシステムの実施手順

書を参照） 

DOM 技術者による C バンド固体化電力

増幅式 2 重偏波気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル概要及びレーダ

ーシステム保守管理台帳の使用 

18 

19 
完了報告書の作成 

観測生データの取得方法及びデータ

テーブルの読み方手引書の作成 20 

21 DOM との技術ディスカッション 

観測生データの取得方法及びデータ

テーブルの読み方手引書の評価及び

活用 

22 コロンボ発 日本帰国 土曜日 コロンボへ移動 土曜日（休日） 

23  日曜日（休日） 

24 
 観測生データの取得方法及びデータテ

ーブルの読み方手引書の評価及び活用 

25  完了報告書の作成 

26  DOM との技術ディスカッション. 

27  コロンボ発 日本帰国 

 

（6） ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

実施リソースは、本プロジェクトの機材調達に関わる本邦コンサルタントによる直接支援型

とする。その理由は以下の通りである。 

 気象業務及び導入される気象ドップラーレーダーシステム及び気象データ衛星通信シス

テム（VSAT）に関する高度な技術及び知識を有している人材が不可欠であること。 

 通常、上述のような技術や知識を豊富に有している人材は、気象コンサルティング業務

を実際に行っている組織に在籍していること。 

 計画されている技術移転と同様の経験を有する人材が必要であること。 

これより、本邦コンサルタントの直接支援型とする。 

 

（7） ソフトコンポーネントの実施工程 

プロジェクト全体工程及びソフトコンポーネント実施工程を以下に示した。ソフトコンポー

ネントは、気象レーダーシステムの据付が完了して、調整段階となる、本プロジェクトの完了

時前に実施する計画としている。 
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（8） ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は以下の通り。 

表 9  ソフトコンポーネントの成果品（アウトプット） 
資料名 提出時期 ページ数 

Cバンド固体化電力増幅式2重偏波気象ドップラーレーダーシステムの1)測定器

類を用いた定期保守点検、2)予備品の実機への組入れ後の動作確認（観測状況）、

3)軽微な故障の探求・処置・復旧確認作業実施手順書、4)重大な故障発生時の対

応手順書 

 20 

C バンド固体化電力増幅式 2重偏波気象ドップラーレーダーシステムマニュアル

概要 
 30 

C バンド固体化電力増幅式 2重偏波気象ドップラーレーダーシステム保守管理台

帳 
技術移転実施後 5 

気象データ衛星通信システム（VSAT）の 1)測定器類を用いた定期保守点検、2)

予備品の実機への組入れ後の動作確認、3)アンテナアライメントの調整、4)軽微

な故障の探求・処置・復旧確認作業実施手順書、5)重大な故障発生時の対応手順

書 

 15 

気象データ衛星通信システム（VSAT）マニュアル概要  20 

気象データ衛星通信システム（VSAT）保守管理台帳  5 

降雨強度及びドップラー速度観測のシークエンス・スケジュール  15 

表 8  ソフトコンポーネント実施工程表 
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資料名 内容 提出時期 ページ数 

ソフトコンポーネント実

施完了報告書 

 活動計画と実績 

 計画した成果と成果の達成度 

 成果の達成度に影響を与えた要因 

 効果の持続・発展のための今後の課題・提言等 

 成果品一式 

ソフトコンポーネ

ント実施完了時 
50 

 

 

（9） 相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの実施に関して DOM 側の責務は、以下の通りである。 

1) 人的資源開発 

a) 継続的に次世代を担う人材を雇用する。 

b) 研修と人的資源開発計画を通じて、より優れた人材の育成を行う。 

2) プロジェクトにおいて調達された機材の長期運用 

a) 定期的にシステム運用維持管理に必要な予算を確保し、プロジェクトで供給された全

ての気象機材の交換部品、消耗品の調達を計画的に行う。 

b) 盗難や破損から機材を保護する。 

 

上述に記述したDOM側の責務に関しては、DOMの組織的且つ人的能力を鑑みると、十分に実

施可能であると考えている。特に「継続的に次世代を担う人材を雇用」に関しては、気象レー

ダー及び気象データ衛星通信システム（VSAT）の維持管理面において DOM が自立的発展するた

めには、電子関連技術者を継続的に補充し、補助業務を行う職員から電子技師に至る全ての

スタッフに気象レーダー及び気象データ衛星通信システム（VSAT）の維持管理能力を継承して

いくことが必要不可欠である。 
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調査名：スリランカ国気象観測レーダー整備計画準備調査 

番号 名  称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

／ｺﾋﾟｰ／

電子ﾌｧｲﾙ

 

発行機関 

 

発行年

1 
Sri Lanka Journal of 

Meteorology 
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